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お知らせ…………………………４

　｢だんご木市」の呼び名で親しまれている新春
恒例の初市が１月13日、フローラ・ＳＡＧＡＥ
で開かれました。だんご木は豊作や家内安全、
無病息災を祈り願う小正月の行事で飾るもので
す。ミズキの枝に、四季を表すといわれる４色

の団子と、タイや大判小判の形をした船せんべ
い等を飾って１年の福を呼び込みます。初市は
江戸時代から続く伝統行事で、毎年この日に開
催。会場には、縁起物のだんご木や初飴、だる
まを買い求める家族連れが訪れていました。

今年１年の福を呼び込む色鮮やかなだんご木

　オミクロン株は感染力が非常に強く、感染拡大の速度が速いのが特徴です。基本的な感染症対
策はオミクロン株に対しても有効ですので、新しい生活様式を徹底し、感染拡大の防止に努めて
ください。一人一人の行動が、大切な人と私たちの日常を守ることにつながります。
◆｢マスクの着用」や「手洗い｣、｢３密回避｣、｢換気」を徹底しましょう。
◆体調不良時は外出や移動を控えましょう。

新型コロナウイルスの感染拡大防止にご協力ください



寒河江市消防団
Sagae Volunteer Fire Corps

消防さがえ
火災防御訓練

第５分団　熊谷拓也
　秋の全国火災予防週間に合わせて、11月７日、市内各所
で大規模火災を想定した火災防御訓練が行われました。本
年度、第５分団では、臥龍橋地区民家からの火災発生を想
定し、火災通報から現場点検要領の確認まで、一連の流れ
を訓練しました。今回の訓練を通して火災に対する消火技
術の向上が図られ、備えへの意識も一層高めることができ
ました。日々の火災予防への取り組みの重要さも再認識す
ることができ、今後のより良い防災活動につながる質の高
い訓練となりました。 火災防御訓練の様子（第６分団） 

無火災祈願
第１分団　若狭徹

　第１分団では毎年、新春出初式の日に新年の無火災祈願
を行っています。新型コロナウイルス感染拡大の影響によ
り、昨年に引き続き新春出初式が中止となりましたが、無
火災祈願については例年通り実施することができました。
分団幹部が出席し、寒河江地区消防後援会の皆さま方と一
緒に、寒河江八幡宮で地域の無火災および一日も早いコロ
ナ禍の収束を祈願しました。これからも地域の皆さまと共
に予防活動に努めてまいりますのでご協力をお願いします。

住宅用火災警報器の点検をしましょう
　住宅での火災警報器の設置が義務化されてから、約10年
が経過しました。自宅等の火災警報器は、耐用年数が過ぎ
ていたり、電池が切れて動かなくなっていたりしていませ
んか。いざというときに警報器が鳴らなければ意味があり
ません。適切に維持管理を行い、定期的に点検して動作を
確認しましょう。
点検の方法
　本体のボタンを押すか、付属のひもを引いてください。
正常な場合は音声や警報音が鳴ります。少なくとも、年に
２回は点検しましょう。

市内の火災発生件数

　令和３年１月１日～12月31日の、市内における火災発生件数は５件でした。内訳は建物火災が４件、畑
などが１件で、過去５年間で最も少ない件数となりました。ただし、令和３年２月には住宅が全焼する火
災が起きています。火災の原因は、ちょっとした不注意によるものがほとんどです。まだまだ寒い日が続
きますので、暖房器具や火の取り扱いには十分気を付けましょう。

月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月
件数 0 1 0 0 3 0
月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月
件数 0 0 0 0 0 1

あなたのまちの消防団
　市消防団の各分団・部の担当区域と、主に拠点としている自動車ポンプ庫の所在地の一覧です。ポン
プ庫には、ポンプ車や小型ポンプ積載車などの消防資機材が保管されており、災害発生時には消防団員
の集合場所となります。
　あなたの町会を担当する分団・部と、最寄りのポンプ庫について確認しましょう！

分　　団 部 担当区域 拠点ポンプ庫所在地

第１分団
（寒河江地区）

第１部 中央１・３、六供町、緑町、山岸周辺 東部地区公民館六供町分館
第２部 中央２・４・５、丸の内、越井坂周辺 寒河江小学校正門北側
第３部 本楯、新山、高田団地周辺 本楯一丁目 36
第４部 船橋、陵南町、元町、若葉町周辺 寒河江中部小学校敷地内
第５部 駅前、末広町、栄町、みずき周辺 東部地区公民館栄町分館
自動車部 市内全域 フローラ・SAGAE駐車場東側

第２分団
（南部地区）

第１部 高屋、西浦 大字高屋字西浦 155
第２部 島、泉町、南新町、曙町、寿町 南部地区公民館島分館
第３部 皿沼 南部地区公民館皿沼分館
自動車部 市内全域 南部地区公民館

第３分団
（西根地区）

第１部 西根 東部地区公民館西根南部分館
第２部 日田 大字日田字楯越 175
第３部 宝 大字西根字高畑 1786
第４部 石川、下河原 下河原集落センター

分　　団 部 担当区域 拠点ポンプ庫所在地

第４分団
（柴橋地区）

第１部 柴橋 大字柴橋 938
第２部 金谷 金谷構造改善センター
第３部 木の沢、松川 大字柴橋字木の沢 2959 -７
第４部 中郷 中郷構造改善センター
第５部 平塩 柴橋地区公民館平塩分館向かい
第６部 落衣、内の袋 落衣前８-15

第５分団
（高松地区）

第１部 高松 大字高松 240
第２部 鹿島、八鍬、臥龍橋 大字八鍬 12 -２
第３部 谷沢 長福寺前
第４部 清助新田 清助新田集落センター
第５部 米沢 大字米沢 42 -３
自動車部 市内全域 羽前高松駅敷地内

第６分団
（白岩地区）

第 1部 陣ケ峯、新町、中町 大字白岩 23 -３
第 2部 上町、麓 大字白岩 269
第 3部 上野、宮内 大字白岩 780 -２
第 4部 楯、留場 永源寺前
第 5部 田代 西部地区公民館田代分館
第 6部 幸生 旧幸生小学校前
自動車部 市内全域 ＪＡさがえ西村山白岩支所向かい

第７分団
（醍醐地区）

第１部 日和田、箕輪 西部地区公民館日和田分館
第２部 慈恩寺 慈恩寺活性化センター

第８分団
（三泉地区）

第１部 下河原、中河原、入倉 ＪＡさがえ西村山三泉支所向かい
第２部 上河原、道生、雲河原 字タカヘ３
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水
資
源
保
全
地
域
に
係
る

　
指
定
予
定
区
域
図
の
縦
覧

　
土
地
の
取
り
引
き
や
開
発
行
為
等
の
事
前

届
け
出
が
必
要
と
な
る
県
指
定
の
水
資
源
保

全
地
域
に
つ
い
て
、
指
定
を
予
定
し
て
い
る

民
有
林
の
区
域
図
を
確
認
で
き
ま
す
。
期
間

中
、
住
民
お
よ
び
利
害
関
係
者
は
意
見
書
を

提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
縦
覧
期
間
／
２
月
25
日
(金)
～
３
月
11
日
(金)

●�

縦
覧
場
所
／
市
農
林
課
、
県
環
境
企
画
課
、

村
山
総
合
支
庁
環
境
課

●
問
合
せ
／
市
農
林
課
農
村
整
備
係

　
☎(

８
５)

１
７
７
２
へ
。

ふ
れ
あ
い
農
園
利
用
者
募
集

　
４
月
以
降
の
新
規
利
用
者
を
募
集
し
ま
す
。

●�

募
集
区
画
／
南
部
地
区
８
区
画
（
上
高
屋

ア
ン
ダ
ー
パ
ス
付
近)

、
西
根
地
区
17
区
画

(

陵
東
中
学
校
西
側
）

●
対
象
／
野
菜
作
り
に
興
味
が
あ
る
市
民

●
利
用
料
／
１
区
画
年
間
３
５
０
０
円

業
務
改
善
助
成
金
に

　
特
例
コ
ー
ス
を
新
設

　
設
備
投
資
に
よ
り
生
産
性
を
向
上
さ
せ
、

事
業
場
内
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
を
図
る
中

小
企
業
等
を
支
援
す
る
業
務
改
善
助
成
金
に
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
売
上
高
等

が
減
少
し
た
事
業
場
を
対
象
と
す
る
特
例
コ

ー
ス
が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。
詳
細
に
つ
い
て

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●�

対
象
／
①
令
和
３
年
７
月
16
日
～
12
月
31

日
に
事
業
場
内
最
低
賃
金
を
30
円
以
上
引

き
上
げ
た
、
②
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
に
よ
り
、
令
和
３
年
４
月
～
12
月
の

連
続
し
た
任
意
の
３
カ
月
に
お
け
る
売
上

高
ま
た
は
生
産
量
等
を
示
す
指
標
の
平
均

お
知

ら
せ

●
問
合
せ
／
市
農
林
課
農
業
振
興
係

　
☎(

８
５)

１
７
５
３
へ
。

河
北
病
院
へ
の
通
院
用
バ
ス
を

試
験
運
行
し
て
い
ま
す

　
市
お
よ
び
西
村
山
地
域
広
域
連
携
協
議
会

で
は
、
県
立
河
北
病
院
へ
の
通
院
用
バ
ス
を

試
験
運
行
し
て
い
ま
す
。
朝
の
通
院
等
に
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●�

期
間
／
３
月
31
日
(木)
ま
で
（
土
・
日
曜
日
、

祝
日
を
除
く
）

●�

運
行
便
数
／
１
便
（
羽
前
高
松
駅
前
を
午

前
８
時
30
分
発
）

●�
運
賃
／
２
０
０
円
。
年
齢
等
に
よ
る
割
り

引
き
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
細
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
／
市
企
画
創
成
課
政
策
調
整
係

　
☎(

８
５)
１
４
１
３
へ
。

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ

　
認
知
症
が
あ
っ
て
も
な
く
て
も
共
に
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、
認
知
症
の
方
や
ご

家
族
、
認
知
症
を
学
び
一
緒
に
支
え
た
い
方

な
ど
が
情
報
交
換
し
合
え
る
交
流
の
場
で
す
。

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
だ
い
ご

●�

日
時
／
３
月
８
日
(火)
午
後
１
時
30
分
～
３

時
30
分

●
会
場
／
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
醍
醐

●
問
合
せ
／
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
醍
醐

　
☎(

８
４)

０
３
０
９
へ
。

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
と
こ
し
え

●�

日
時
／
３
月
22
日
(火)
午
後
１
時
30
分
～
３

値
が
、
前
年
ま
た
は
前
々
年
同
期
に
比
べ

30
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
減
少
し
て
い
る
事
業
者

●
申
請
期
限
／
３
月
31
日
(木)

●�

問
合
せ
／
業
務
改
善
助
成
金
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
☎
０
３(

６
３
８
８)

６
１
５
５
へ
。

求
職
者
の
生
活
・
就
労

集
中
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

●�

日
時
／
２
月
24
日
(木)
～
26
日
(土)
の
午
前
10

時
～
午
後
５
時

●�

内
容
／
求
職
者
の
就
労
や
生
活
、
住
ま
い

に
関
す
る
悩
み
や
不
安
等
の
相
談

●
相
談
／
県
求
職
者
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎(

０
８
０
０)

８
０
０
７
８
６
７
へ
。

オ
ン
ラ
イ
ン
合
同
企
業
説
明
会

や
ま
が
た
Ｗ
Ｅ
Ｂ
ワ
ー
ク
フ
ェ
ス

　
参
加
に
は
事
前
の
登
録
が
必
要
で
す
。
詳

細
に
つ
い
て
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

●
期
間
／
３
月
４
日
(金)
～
６
日
(日)

●�

対
象
／
令
和
５
年
３
月
ま
た
は
令
和
４
年

３
月
に
卒
業
予
定
の
学
生
、
Ｕ
タ
ー
ン
移

住
希
望
者
、
県
内
企
業
で
の
就
職
希
望
者

●�

問
合
せ
／
県
産
業
労
働
部
雇
用
・
コ
ロ
ナ

失
業
対
策
課
☎
０
２
３(

６
３
０)

２
３
７

５
へ
。

や
ま
が
た
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

支
援
活
動
員
を
募
集

　
予
期
し
な
い
事
故
や
犯
罪
に
遭
わ
れ
た
被

害
者
や
そ
の
ご
家
族
に
寄
り
添
い
、
悩
み
や

時
30
分

●
会
場
／
皿
沼
公
民
館

●
問
合
せ
／
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
と
こ
し
え
島

　
☎(

８
４)

７
１
９
０
へ
。

市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

催
し
物
案
内

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

■
日
時
／
３
月
２
日
(水)
午
前
９
時
～

■
参
加
費
／
３
０
０
円

コ
グ
ニ
サ
イ
ズ
で
健
康
寿
命
を
伸
ば
そ
う

■
日
時
／
３
月
９
日
(水)
午
前
10
時
～
正
午

■
参
加
費
／
１
５
０
円

昔
語
り
を
楽
し
む
会

■
日
時
／
３
月
11
日
(金)
午
前
10
時
～
正
午

■
参
加
費
／
１
５
０
円

折
り
紙
を
楽
し
む
会

■
日
時
／
３
月
23
日
(水)
午
前
10
時
～
正
午

■
参
加
費
／
２
５
０
円
（
材
料
費
込
み
）

●
会
場
／
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
そ
の
他
／
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
の
送
迎
あ
り

●
問
合
せ
／
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
☎(

８
７)

１
３
２
８
へ
。

さ
く
ら
ん
ぼ
会
館

パ
ン
粘
土
体
験
教
室

　
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
や
桜
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー
等

を
作
り
ま
す
。

●�

日
時
／
３
月
12
日
(土)
・
13
日
(日)
の
午
前
10

時
～
午
後
３
時

●
参
加
費
／
２
千
円
（
材
料
費
込
み
）

●�

問
合
せ
／
さ
く
ら
ん
ぼ
会
館
☎(

８
６)

１

８
１
８
へ
。

心
の
ケ
ア
に
つ
い
て
支
援
す
る
支
援
活
動
員

を
募
集
し
ま
す
。
応
募
方
法
な
ど
、
詳
細
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
募
集
期
間
／
３
月
１
日
(火)
～
４
月
15
日
(金)

●�

募
集
数
／
25
歳
以
上
の
心
身
と
も
に
健
康

な
方
、
約
10
人

●�

業
務
内
容
／
電
話
相
談
、
司
法
機
関
や
病

院
等
へ
の
付
き
添
い
、
裁
判
の
代
理
傍
聴

な
ど

●�

問
合
せ
／
や
ま
が
た
被
害
者
支
援
セ
ン
タ

ー
☎
０
２
３(

６
４
２)

３
５
７
１
へ
。

女
性
の
た
め
の
特
設
人
権
相
談
所

　
家
族
の
い
ざ
こ
ざ
や
職
場
で
の
問
題
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
す
る
差
別
等
、
さ

ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
に
つ
い
て
の
相
談
を
人

権
擁
護
委
員
が
お
受
け
し
ま
す
。
１
人
で
悩

ま
ず
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●�

日
時
／
３
月
８
日
(火)
午
前
10
時
30
分
～
午

後
３
時

●
会
場
／
山
形
地
方
法
務
局
寒
河
江
支
局　

●�

問
合
せ
／
山
形
地
方
法
務
局
寒
河
江
支
局

☎
０
２
３
７(

８
６)

３
２
５
８
音
声
案
内

３
へ
。

市
長
杯
争
奪
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会

●
日
時
／
３
月
27
日
(日)
午
前
８
時
～

●
コ
ー
ス
／
市
民
体
育
館
前
発
着

●
種
目
／
高
校
生
男
子
（
６
キ
ロ
メ
ー
ト
ル･

　

�

10
キ
ロ
メ
ー
ト
ル)

・
女
子
（
３
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
、
中
学
生
（
男
女
別
３
キ
ロ
メ
ー
ト

最
上
川
ふ
る
さ
と
総
合
公
園

油
絵
教
室
作
品
展

●�

日
時
／
３
月
21
日
(月)
ま
で
の
午
前
９
時
～

午
後
５
時
（
３
月
21
日
を
除
き
、
月
曜
休
館
）

●
会
場
／
最
上
川
ふ
る
さ
と
総
合
公
園

●
問
合
せ
／
最
上
川
ふ
る
さ
と
総
合
公
園

　
☎(

８
３)

５
１
９
５
へ
。

子
育
て
サ
ロ
ン
・
エ
ン
ジ
ェ
ル

｢

手
形
で
思
い
出
つ
く
り｣

●
日
時
／
３
月
４
日
(金)
午
前
10
時
15
分
～
正
午

●
会
場
／
西
部
地
区
公
民
館

●�

定
員
／
就
学
前
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者
、

６
組

●�

問
合
せ
／
ゆ
め
は
ー
と
寒
河
江
☎(

８
３)

３
２
２
５
へ
。

天
童
・
寒
河
江
線
バ
ス
運
行
状
況
を

ウ
ェ
ブ
で
確
認
で
き
ま
す

　
天
童
・
寒
河
江
線
の
バ
ス
運
行
状
況
を
、

山
交
バ
ス
株
式
会
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認

で
き
ま
す
。
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

●�

問
合
せ
／
天
童
市
生
活
環
境
課
☎
０
２
３

(

６
５
４)

１
１
１
１
内
線
275
へ
。

ル)

、
小
学
３
～
６
年
生
（
男
女
別
２
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
）

●�

参
加
料
／
高
校
生
１
６
０
０
円
、
小
・
中

学
生
８
０
０
円

●�

申
込
方
法
／
３
月
７
日
(月)
ま
で
、
参
加
料

を
添
え
て
市
民
体
育
館
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

●�

問
合
せ
／
市
陸
上
競
技
協
会
・
沖
田
さ
ん

☎
０
９
０(

４
３
１
５)

３
５
８
８
へ
。

ふ
る
さ
と
ウ
ォ
ー
ク
ア
イ

会
員
募
集

　
視
覚
障
が
い
者
の
た
め
の
交
流
・
情
報
交

換
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

●�

日
時
／
毎
月
第
３
木
曜
日
の
午
後
１
時
～

３
時
30
分

●
会
場
／
ハ
ー
ト
フ
ル
セ
ン
タ
ー

●
年
会
費
／
千
円

●
そ
の
他
／
12
月
～
３
月
は
送
迎
あ
り

●�

申
込
／
ふ
る
さ
と
ウ
ォ
ー
ク
ア
イ
代
表
・

荒
木
さ
ん
☎(

８
６)

７
７
６
８
へ
。

３月の相談日（市長・法律・登記相談は要予約）
市長相談／22日㈫９:00～11:00、市市民生活課☎85-1876
法律相談／14日㈪13:15～16:35、市市民生活課☎85-1876
消費生活相談／平日９:00～16:00、市市民生活課☎85-1876
教育相談ダイヤル／平日８:30～17:00、市学校教育課☎86-1700
人権相談／平日８:30～17:15、法務局寒河江支局☎86-3258　　　　
ふれあい相談所
ハートフルセンター２階
市社会福祉協議会☎86-7867
　法律相談／１日㈫13:30～16:30
　一般相談・登記相談・行政相談／17日㈭13:30～15:30

新型コロナウイルスの影響により、
掲載の催しなどが中止・変更になる
場合があります。

１月末の市人口、１月届出の出生数
地区名 人　口 世帯数
寒河江 18,840 6,943
南　部 4,815 1,730
西　根 4,677 1,591
柴　橋 4,638 1,556
高　松 2,537 831
醍　醐 1,085 358
白　岩 2,455 934
三　泉 1,381 520
総　計 40,428 14,463
前月比 －24 ＋15
出生数 男：9人、女：8人

今
月
の
納
税
等

納
期
限
は
２
月
28
日
(月)

国
民
健
康
保
険
税　
　
　
　
（
８
期
）

介
護
保
険
料　
　
　
　
　
　
（
８
期
）

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料　

（
８
期
）
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保健だより問い合わせ・申し込みは、市子育て推進課すくすく健康係☎86-2111内線627へ。
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お知らせ

令
和
４
年
度
軽
自
動
車
税(

種
別
割)

②
の
税
額
に
該
当
し
ま
す
。
ま
た
、
被
け

ん
引
車
は
重
課
対
象
外
で
す
。

②�

平
成
21
年
４
月
１
日
～
平
成
27
年
３
月
31

日
に
新
車
新
規
登
録
の
車
両

　

�

初
度
検
査
年
月
か
ら
13
年
を
経
過
す
る
ま

で
は
、
こ
の
税
額
で
す
。

③�

平
成
27
年
４
月
１
日
以
後
に
新
車
新
規
登

録
の
車
両

　

�

令
和
４
年
度
に
限
り
、
令
和
３
年
４
月
１

日
～
令
和
４
年
３
月
31
日
に
新
車
新
規
登

録
し
、
か
つ
一
定
の
燃
費
基
準
を
満
た
す

車
両
は
、
表
２
の
グ
リ
ー
ン
化
特
例
の
税

額
（
軽
課
）
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

【表２】グリーン化特例の税額（軽課)

車両区分
　税　額（円）

Ａ Ｂ Ｃ

軽三輪  1,000  2,000  3,000

軽四輪

乗用
営業用  1,800  3,500  5,200

自家用  2,700 適用なし 適用なし

貨物
営業用  1,000 適用なし 適用なし

自家用  1,300 適用なし 適用なし

【表３】グリーン化特例（軽課）適用の基準

税額 車両区分 基　　準

Ａ 乗用・貨物
電気自動車、天然ガス自動車
(平成30年排出ガス基準適合または平成21年排出ガス基準10％低減)

Ｂ
乗用

（営業用）
平成30年排出ガス基準50％低減または平成17年排出ガス基準75％低減、
かつ令和12年度燃費基準90％達成かつ令和２年度燃費基準達成

Ｃ
乗用

（営業用）
平成30年排出ガス基準50％低減または平成17年排出ガス基準75％低減、
かつ令和12年度燃費基準70％達成かつ令和２年度燃費基準達成

三
輪
お
よ
び
四
輪
の
軽
自
動
車

　
新
車
で
新
規
登
録
を
行
っ
た
年
月
（
車
検

証
記
載
の
初
度
検
査
年
月
）
に
よ
り
、
適
用

税
額
が
異
な
り
ま
す
。

車
両
区
分
ご
と
の
税
額
［
表
１
］

①�

平
成
21
年
３
月
31
日
以
前
に
新
車
新
規
登

録
の
車
両
（
新
車
新
規
登
録
か
ら
13
年
経

過
し
た
車
両
）

　

�

重
課
の
税
額
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
電

気
・
燃
料
電
池
・
天
然
ガ
ス
・
メ
タ
ノ
ー

ル
・
ガ
ソ
リ
ン
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
自
動
車
は
、

【表１】車両区分ごとの税額

車両区分
　税　額（円）

① ② ③

軽三輪  4,600  3,100  3,900

軽四輪

乗用
営業用  8,200  5,500  6,900

自家用 12,900  7,200 10,800

貨物
営業用  4,500  3,000  3,800

自家用  6,000  4,000  5,000

車両区分ごとの税額
車両区分 税額（円）

原動機付自転車

50cc以下 2,000
90cc以下 2,000
125cc以下 2,400
ミニカー 3,700

小型特殊自動車
農耕作業用 2,400

その他 5,900
軽二輪（125cc超250cc以下) 3,600
二輪小型自動車（250cc超) 6,000

被けん引車 3,600

原
動
機
付
自
転
車
、

　
小
型
特
殊
自
動
車
等

軽自動車の廃車や変更の手続きをお忘れなく
　軽自動車税（種別割）は毎年４月１日現在の所有
者(所有権留保の場合は使用者）に課税されますの
で、廃車や譲渡をした場合は、忘れずに３月末日ま
で手続きをしてください。月割り課税ではありませ
んので、４月２日以降に廃車や譲渡をした場合でも、
その年度分の軽自動車税（種別割）が課税されます。
●手続き場所・持ち物／車種に
　より異なりますので、お手数
　ですがお問い合わせください。
●問合せ／市税務課市民諸税係
　☎85-1696へ。

※燃費基準の状況は、車検証の備考欄をご確認ください。

グ
リ
ー
ン
化
特
例
の
税
額
（
軽
課
）［
表
２
］

　
令
和
４
年
度
の
み
、
表
３
の
適
用
基
準
を

満
た
す
車
両
が
対
象
と
な
り
ま
す
。
な
お
、

令
和
３
年
度
に
軽
課
対
象
と
な
っ
て
い
た
車

両
は
、
令
和
４
年
度
か
ら
表
１
③
の
税
額
と

な
り
ま
す
。

▶保健師個別育児相談
●日時／３月４日㈮午後１時30分～３時30分
●会場／ハートフルセンター
●内容／乳幼児の発達・育児相談

▶離乳食前期教室（前日まで要申込）
●日時／３月18日㈮午前10時～11時
●会場／ハートフルセンター
●持ち物／母子健康手帳、筆記用具

▶離乳食後期教室（前日まで要申込）
●日時／３月17日㈭午後１時30分～２時30分
●会場／ハートフルセンター
●持ち物／母子健康手帳、筆記用具

▶産後リフレッシュ講座（３日前まで要申込）
●日時／３月10日㈭午後１時30分～２時30分
●会場／ハートフルセンター
●�内容／助産師による講話「母乳と仕事復帰｣、心と体のセ
ルフケア

●対象／生後６カ月までの赤ちゃんとお母さん
●持ち物／母子健康手帳

▶助産師による母乳ミルク個別相談室
●日時／３月４日㈮午後１時30分～３時30分
●会場／ハートフルセンター
●対象／妊娠中または育児中の方
●�内容／母乳や育児用ミルクに関する相談に助産師が対応
します

４月から、成年年齢が18歳に引き下げられます！
　民法の改正により、令和４年４月から成年年齢が18歳に引き下げられます。これまで20歳になるまでできなか
った多くのことができるようになります。

　成年になることは「大人として自立し、役割を果たし、自身の行動に責任を持つ」ことです。
　例えば、成年年齢に達していない未成年者が契約をする場合は、親の同意が必要です。未成年者が親の同意を
得ないで契約した場合には、原則としてその契約を取り消すことができます。成年になると、親の同意が不要に
なりますが、契約に責任が伴うようになるため、結んだ契約は簡単には取り消すことができなくなります。
　自分の判断でいろいろなことができる反面、その責任をしっかり果たさなければなりません。

契約等のトラブルに注意しましょう
　成年年齢の引き下げ後は、若者の消費者被害の拡大が懸念されます。トラブルに遭わないために、その契約が
本当に必要かどうかをよく検討し、大人の消費者として自覚を持って行動するよう努めることが大切です。消費
者トラブルに巻き込まれた場合などは、市消費生活センター［☎85-1876］にご相談ください。
●問合せ／市市民生活課生活安全係☎85-1876へ。

「成年」って、大人のことかな？

成年になるって、どういうことなんだろう？

成年（18歳）でできるようになること・できないこと
　成年年齢の引き下げでさまざまなことができるようになりますが、民法以外の法律で
年齢が決められていることは、これまでと変わりません。18歳でできるようになること
と20歳までできないことを確認しましょう。

＝成年（18歳）でできるようになることの例＝
■親の同意なしで契約
　携帯電話の契約、クレジットカードをつくる、
　部屋を借りる等
■意思決定
　�住む場所や進学・就職先などを自分の意志だけ
で決めることができる

■結婚
　男女とも18歳が婚姻できる年齢となる
■10年パスポートの取得

＝20歳にならないとできないことの例＝
■飲酒
■喫煙
■公営ギャンブル
　競馬、競輪、競艇、オートレース
■国民年金を納める義務
■中型自動車免許の取得
※�健康面への影響や非行防止、青少年保護の観点
から、飲酒や喫煙、公営ギャンブル等は、20歳
にならないとできません。
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問い合わせ・申し込み・相談は、市子育て推進課すくすく健康係☎85-0916へ。



保健だより問い合わせは、市健康福祉課市民健康係☎86-2111へ。

■
印
刷
／
寒
河
江
印
刷
株
式
会
社

　
こ
の
広
報
誌
は
自
然
保
護
の
た
め
再
生
紙
を
利
用
し
て
い
ま
す

■
発
行
／
寒
河
江
市
企
画
創
成
課
広
報
広
聴
係

　
〒
991-

8601　
寒
河
江
市
中
央
１
丁
目
９
番
45
号　
☎（
８
５
）１
４
３
１

▶精神科医による「こころの健康相談」（要申込）
　眠れない、気分が憂鬱（ゆううつ）など不調を感じてい
る方が増えています。こころに悩みを抱えている方、家族
のことが心配な方を対象とした個別相談です。
●日時／３月８日㈫午後２時～４時(１人50分程度)
●会場／ハートフルセンター

▶保健師・栄養士による、心や体の健康相談（要申込）
●�ハートフルセンターへの来所相談／毎週木曜日（閉庁日
を除く）の午前９時～11時30分

●電話相談／開庁日の午前８時30分～午後５時

▶休日当番医（診療時間は午前９時～午後５時）
　日曜日や祝日に病気・けがをしたときは、まずかかりつ
けのお医者さんへ連絡しましょう。休診や留守等でやむを
得ないときのみ、休日当番医で受診してください。受診す
る際は、健康保険証を忘れずに持参してください。

▶乳幼児健診

■次号の市報３月５日号は、３月４日㈮に発行します。

月　日 医　療　機　関 電話番号

２／20㈰ 平野医院 ☎84-5500

２／23㈬ 三浦医院 ☎84-5600

２／27㈰ 山﨑医院 ☎86-0005

３／６㈰ 横山耳鼻咽喉科医院 ☎86-6188

３／13㈰ 陵南眼科クリニック ☎83-3456

３／20㈰ 渡辺外科胃腸科医院 ☎86-6408

３／21㈪ あんどうクリニック ☎84-6101

３／27㈰ 鬼海小児科 ☎84-7705

種　別 月　日 対　象

３～４カ月児健診 ３／16㈬ 令和３年11月生

９～10カ月児健診 ３／２㈬ 令和３年５月生

１歳６カ月児健診 ３／９㈬ 令和２年８月生

２歳６カ月児
ピカピカ歯科検診 中止 令和元年８月生

３歳６カ月児健診 ３／３㈭ 平成30年８月生

●受付／午後１時～１時30分
●会場／ハートフルセンター
●持ち物／健診票、母子健康手帳、バスタオル
●�その他／感染症の疑いがあったり体調が悪い場合は、電
話連絡の上、翌月の健診日程をご利用ください。また、
転入等でお済みでない方はお早めに受診してください。

▶妊娠届け出・母子健康手帳交付（妊婦健康相談）
　妊娠の届け出は母子保健法で定められており、届け出を
された際に母子健康手帳等を交付します。都合が付かない
場合は、電話等で相談してください。
●日時／開庁日の午前９時～11時30分
●場所／ハートフルセンター
●持ち物／医療機関交付の妊娠届出書、個人番号（通知カ
　ード等）および本人確認（免許証等）ができるもの

▶妊娠期の母乳ミルク準備講座（前日まで要申込）
●日時／３月１日㈫午後１時30分～３時
●会場／ハートフルセンター
●�内容／助産師講話「妊娠中からできる母乳ミルク準備｣、
人形を用いた授乳体験

●持ち物／母子健康手帳
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昼のコース
■�日時／４月９日～12月24日の毎週土曜日、午前10
時～11時30分

夜のコース
■�日時／４月７日～12月22日の毎週木曜日、午後７
時～８時30分

●会場／ハートフルセンター
●定員／各15人
●受講料／７千円
●申込／４月１日㈮まで市健康福祉課生活福祉係
　☎85-0395へ。

手話奉仕員養成講座

　人工透析治療のため医療機関に通院している方へ、
通院に要した交通費の一部を助成します。
●�対象／①～④を全て満たしている方。①腎臓機能
障害で身体障害者手帳を所持している、②人工透
析を受けるため交通機関または自家用車を利用し
ている、③人工透析を受けている方の属する世帯
の生計中心者の市民税所得割が非課税である、④
他の制度で通院交通費の支給（タクシー券、給油
券を除く）を受けていない。

●�持ち物／身体障害者手帳、通帳、通院報告書（市
健康福祉課に指定の用紙あり）

●申請／３月14日㈪まで市健康福祉課生活福祉係
　☎85-0395へ。

人工透析（血液透析）
通院交通費を助成

●�相談／３月１日㈫～７日㈪の午前９時～午後５時、
毎週月～金曜日（祝日を除く）の午前９時～正午、
午後１時～５時に☎0570-064-556へ。

こころの健康相談統一ダイヤル
＝３月は自殺対策強化月間＝
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問い合わせ・申し込み・相談は、左段は市健康福祉課市民健康係☎85-0973、右段は市子育て推進
課すくすく健康係☎85-0916へ。


